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総合型地域スポーツクラブ ： 地域住民が中心となって、自ら
運営・管理をする多種目・多世代・多志向のスポーツクラブ

◇ ｢ス ポ ー ツ 王 国 と く し ま づ く り ｣の 実 現 に 向 け て

H 2 5年 3月 】【

健康の保持増

国際的な友好

と親善

体力の向上

地域社会の再生

医療費削減

１ 基本理念

県民の誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも、それぞれの年齢や、

技術、興味、目的に応じてスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社

会づくりを目指す。

２ 施策展開の視点

①｢する｣・｢見る｣・｢支える｣・｢極める｣等の多様なスポーツとの関わりを

深められるよう 実践的で効果的な施策の展開を図る。

②県民の活力を維持・増進するため、個人やNPO・企業等と協働するこ
とにより、子どもの体力低下や健康増進等社会が抱える諸問題を解決

する営みを創出し、元気でにぎわいのある豊かな地域づくりを推進す

る。このため、「地域を活かす」スポーツ活動を振興し、県民が積極的

に地域活動に参加できる社会づくりに向け施策の展開を図る。

③全国大会等で活躍できるよう、ジュニア世代の選手発掘から計画的な育

成体制の整備を行う。
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スポーツの力で地域活性化事業

成果指標

○ 総合型地域スポーツクラブの会員数の増加を目指す。（H29. 12,000人）
○ 成人の週１回以上のスポーツ実施率６５%程度を目指す。
○ 国民体育大会天皇杯順位３０位台を目指す。

Love＆Fan！とくしまスポーツ活性計画

競技スポーツ重点強化対策事業

生涯スポーツ社会づくり推進の方向性

徳島育ち競技力向上プロジェクト

「自転車でつながる人・まち」づくりプロジェクト

社会全体の活力

プロスポーツふれあいシート事業

がんばれ子ども体力向上事業

運動好きで健やかな子どもたちが育つ「元気なとくしま」

生涯にわたってスポーツを楽しむ「豊かなとくしま」

親睦や交流の場としてスポーツに親しむ「ふれあいとくしま」

世界にはばたくトップアスリートが育つ「輝くとくしま」

青少年の心身

の健全な発達

夢 感動

誇り 喜び
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子どもの体力向上推進事業

〇国体順位向上プロジェクト
・スポーツコーディネーター活用事業
・国体バックアップ事業
・がんばれ！国体チャレンジ事業
・がんばれ！国体サポート事業
・ふるさと選手活用プロジェクト
・企業スポーツ支援事業
〇東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ選手輩出ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
・目指せ！オリンピック・選手育成事業
・目指せ！オリンピック・夢はぐくみ事業
・目指せ！オリンピック・チャレンジ事業
・目指せ！オリンピックサポート事業



子どもからシニアまで生涯を通じたスポーツの推進

総合型地域スポーツクラブ
の設立支援・基盤強化に向
けた取組み

スポーツ実施率向上に向け
た取り組み

総合型地域スポーツクラブのもつ課題を解決するた
めの質的充実を支援

スポーツアプローチ推進事業

「自転車でつながる人・まち」
づくりプロジェクト

Ｌove＆Ｆan！とくしま
スポーツ活性計画

（企業等からの協賛金を活用）

未設置町への設立に向けた働きかけ

地域における生涯スポーツの拠点である総合型地域
スポーツクラブの会員増に向けた利用促進を図り、
スポーツ実施者を拡大

県民がスポーツを始めるきっかけとなる事業の支援
や普及イベントを実施

。
世界最大の生涯スポーツの祭典「ワールドマスター
ズゲームズ２０２１関西」が本県を含む関西２府県
６政令都市で開催されることから、県民のスポーツ
に対する参加機運を高める

東京オリ・パラ、ラグビーワールドカップのキャン
プ地誘致を実現させ、世界トップクラスのプレーを
間近で体感し、スポーツへの関心・意欲を醸成

総合型地域スポーツクラブの基盤強化や財政基盤の
安定化のための支援を市町村へ要請

・総合型地域スポーツクラブ基盤
強化事業
ｸﾗﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ養成・研修事業
ｸﾗﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ指導者派遣･研修事業

・地域課題解決スポーツ推進
事業
ｽﾎﾟｰﾂｻﾎﾟｰﾀｰ養成･育成事業

・サイクルトレイン運行
・TOKUSHIMAｻｲｸﾙﾌｪｽﾀ開催
・観光ｻｲｸﾘﾝｸﾞ、ﾐﾆｶﾞｲﾄﾞﾂｰﾘﾝｸ等
ﾗｲﾄﾞｲﾍﾞﾝﾄの実施

・とくしまスポーツ活性計画
助成事業

・イベント「ファミスポカーニバ
ル」開催





過去の国民体育大会における天皇杯順位の推移



全国都道府県対抗駅伝競走大会の過去１０年間の徳島県結果

第13回
(平成19年度)
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第19回
(平成25年度)

第20回
(平成26年度)

第21回
(平成27年度)

第22回
(平成28年度)

順位 44位 32位 37位 34位 24位 28位 43位 37位 31位 43位

44位

32位

37位
34位

24位

28位

43位

37位

31位

43位

順
位

男子

第25回
(平成19年度)

第26回
(平成20年度)

第27回
(平成21年度)

第28回
(平成22年度)

第29回
(平成23年度)

第30回
(平成24年度)

第31回
(平成25年度)

第32回
(平成26年度)
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(平成27年度)

第34回
(平成28年度)
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全国都道府県対抗駅伝競走大会の徳島県順位の推移



競技力向上についての課題

①中・高生の強化

②県出身アスリートの受け皿づくり

③優秀な指導者の確保・育成

④競技環境の整備





新 あわ女アスリート医科学サポートアシスト事業

◆取組みの方向性◆
○女性アスリート特有の課題に対する医科学サポートを中心と
した支援プログラムの作成やサポート体制づくりを推進
○女性アスリート特有の課題へのサポートを支援し、
目標とする競技成績を獲得
○産学官民の連携により、効果的な医科学サポートを実現

●女性アスリート
の競技力向上や国
際大会での活躍の
拡大

●女性アスリート
の競技生活や活躍
機会の延伸

●女性アスリート
の生涯の健康を獲
得

・有識者や医師、指導者、
アスリート等による「チー
ム」で、課題検証やプログ
ラムを作成

・トップアスリート・専門性のあ
る講師によるセミナーを年間６
回実施
・産学官民との連携により、

誰もが参加しやすいセミナー
に

・課題を抱えた選手や指導者、
家族等に対して、対処法や
サポートの受け方等を示した
「ナビゲーションブック」を

作成し、多彩な媒体を活用し
ＰＲ

選手自身の医科学的
知識が不足している

医科学情報の習得機会
が限定されている

五輪、国体等の女子種目
の追加により、新たな戦略
が必要となっている

・選手や指導者に早期から
「キャリア形成」に繋がる情報
や機会を提供

・経験・専門性の豊富な指導
者育成を推進

女性アスリートのキャリア
支援が未形成である

あわ女医科学サポート
委員会

あわ女アスリート
医科学サポート
カンファレンス

あわ女アスリート医科学
サポートナビゲーション
ブックを作成

あわ女アスリートの
未来サポート

◆現状◆

TEAMあわ女

産学官民連携による医科学サポート「徳島モデル」を発信

婦人科系
サポート

整形外科系
サポート

あわ女アスリート医科学サポートプログラム
栄養
サポート

メンタル
サポート

キャリア
サポート

スポーツで発信！！女性特有の健康課題対応の重要性と女性の活躍の多様性

スポーツにおける

女 性 活 躍
機会の増加

女性アスリート
特有の課題

県内では課題への対策の必要性や対処法に
ついての理解が進んでいない

国がトップアスリート層への支援強化

【平成２９年度当初予算額 ３，６７２千円】

五輪・国体における女子種目追加 など



「ソイジョイ武道館」の空調設備の新設
「アミノバリューホール」のトレーニング機器の充実
川口ダム湖周辺に「カヌー艇庫」新設
オロナミンＣ球場の照明設備のプロ仕様化
「ＪＡバンク・ちょきんぎょ・プール」改修、機器の設置
「徳島科学技術高校」の「アーチェリー・弓道・
ウエイトリフティング」の一体的な施設整備

など

スポーツ施設・環境あり方検討
プロジェクトチーム（Ｈ２８）
ワンランク高い次元への整備と、
スポーツ施設・環境全体のレベルアップ

スポーツ施設・環境整備計画(平成３３年までに計画的に施設を整備）


